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本論文は、 日帝期に小作官をつ とめた久間健一の農業論を通 じ、 日帝の植民地朝鮮農政
の矛盾を明らかにす ることに目的がある。 日本愛媛県の出身の久間は、1910年 代朝鮮に渡
り水原農林学校を卒業 し、種苗場道技手から社会生活の第一歩を踏み出した。1926-29年
水原農林学校助教授を経て、1933-44年 忠清道 ・黄海道等の小作官をつとめ、朝鮮農業の
現実 と植民地農政の矛盾を肌身を通して切実に経験 した人物である。久間は、また このよ
うな自身の経験を土台に、朝鮮農業問題にかかわ り数十篇の論文を三冊の著書 を刊行 して
もいる。 しかし、第二著 となったr朝 鮮農政の課題』は出版直後に販売禁止 となり、久間
は公職を追われ、不幸なかたちで公職生活を終えた人物でもあった。
平凡な農政官僚 として15年 間朝鮮農村の一線で久間が見て感じ綴 った文のいかなる部
分が総督府の逆鱗に触れたのか。本論文は、まさにこの点を出発点 とし、その実体は他で
もない植民地農政それ自体の矛盾にあるとの結論に到達 した。
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